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親と子のつどいの広場　募集個別説明会【資料１】



１ 子育て家庭を取り巻く現状

子どもの世話をした経験

横浜市子ども・子育て支援事業計画の策定に向けた利用ニーズ把握のための調査 結果報告書（平成30年11月）

子どもが生まれる前に赤ちゃんの世話をしたことがない人が、約75％
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子育てに対する周囲からの支え（育児の手伝い）の有無

横浜市子ども・子育て支援事業計画の策定に向けた利用ニーズ把握のための調査 結果報告書（平成30年11月）
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⼦育てについて、不安を感じたり⾃信が持てなくなること
（5年前との⽐較）

横浜市子ども・子育て支援事業計画の策定に向けた利用ニーズ把握のための調査 結果報告書（平成30年11月）
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子育てに関する困りごと

横浜市子ども・子育て支援事業計画の策定に向けた利用ニーズ把握のための調査 結果報告書（平成30年11月）
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子育て家庭の姿～横浜市の調査から～

⼦どもとの
接し⽅が
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⽇中⼦どもと
2⼈きりで
家にいる
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不安や悩みを
聞いてほしい



２ 事業概要

親と子のつどいの広場の役割

就学前（主に０～３歳）の親子が、気軽に集い、

うち解けた雰囲気の中で語り合い、 交流できる場を提供

子育てに対する負担感・不安感の解消や家庭の養育力の向上を図る

①親⼦の居場所（交流・つどいの場）の提供
②⼦育てに関する相談の実施
③地域の⼦育てに関する情報提供
④⼦育て・⼦育て⽀援に関する講習の実施

⑤広場を活⽤した⼀時預かり
※リフレッシュやちょっとした⽤事など、利⽤の理由
を問わない⼀時預かり

基 本 機 能
追 加 機 能

※継続して安定的に運営している
既存広場のみが実施対象

＋

保育を目的とした事業ではありません！



実施例

商店街の空き店舗やマンションの一室などを利用して実施しています。

⼦育てキディ・洋光台
（磯⼦区）ハッピーひろば（都筑区）

さくらザウルス蒔⽥ひろば（南区）

アットホームな雰囲気です

事業の経緯～横浜の草の根活動から全国へ！！～



補助方法変更の経緯

運営状況 ①

• 平成14年度に事業開始

• 令和５年６月現在74か所で開設
年度

新設
（か所）

累計
（か所）

年度
新設

（か所）
累計

（か所）
H14 3 3 H26 3 50
H15 3 6 H27 4 54
H16 3 9 H28 3 57
H17 3 12 H29 4 61
H18 3 15 H30 2 63
H19 4 19 R元 3 66
H20 6 25 R2 1 67
H21 3 28 （新設） 1
H22 3 31 （終了） 1
H23 5 36 R4 3 70
H24 5 41 R5 4 74
H25 6 47

R3 67



運営状況②

〇 区別設置状況
・ 8か所 港北
・ 6か所 保⼟ケ⾕、磯⼦、⻘葉、都筑
・ 5か所 鶴⾒、⾦沢
・ 4か所 南、港南、瀬⾕
・ 3か所 神奈川、旭、緑、⼾塚、泉
・ 2か所 ⻄、栄
・ 1か所 中

〇 運営団体は、主にNPO法⼈などの市⺠活動団体
・ NPO法⼈ ： 49か所
・ 任意の市⺠活動団体 ： 18か所
・ 社会福祉法⼈ ： 4か所
・ 株式会社： 1か所
・ ⼀般社団法⼈： 2か所

（うち14の団体が２広場以上を運営しています。）

運営状況③

【各広場の連絡会等】

○ 広場全体連絡会（年2回程度開催）
・ 局主催の連絡会。局・団体間の情報共有や課題検討の場。

○ ブロック連絡会（年2回以上）
・ 18区を6ブロックに分け、ブロックごとの広場があつまり、

情報交換、課題検討、研修、広場見学会などを実施。

○ 局主催研修会（随時）
・ テーマを設定の上、研修会や事例検討会などを実施。
・ その他の機関が行う研修や講演会等も、随時、団体に情報提供。



３ 本市施策での位置付け

本市施策での位置付け①

・第２期横浜市子ども・子育て支援事業計画
～子ども・みんなが主役！よこはま わくわくプラン～ （計画期間：令和２～６年度）



本市施策での位置付け②

地域子育て支援拠点を中心としたネットワーク

４ 国施策での位置付け



法律上の位置付け

国事業での位置付け

・国事業としては、「地域⼦育て⽀援拠点事業」に
該当します。
−「地域⼦育て⽀援拠点事業実施要綱」等に、国事業と
しての実施要件が定められています。

・国庫補助事業として、国から横浜市に対して、
「⼦ども・⼦育て⽀援交付⾦」が交付されます。
−こども家庭庁「⼦ども・⼦育て⽀援交付⾦交付要綱」等に、
国庫補助の対象事業としての実施要件が定められています。



５ 求めている広場像

基本的な考え方



広場運営で大切にしていただきたいこと

事業者の声・利用者の声①【事業者】

●広場を開所する際に、地域から少子化にこれ以上の
子育て支援は必要かという声もあったが、地域で子育て
をする大切さを伝え続け、今では孫を預かる祖父母世代
の利用も増えてきた。

●マンションの２階にあるため、外から中の様子が分か
らず初めて行くには勇気がいるという声があった。広場の
様子を写真に撮り、人通りが多い１階の外看板に掲示す
ることにした。



事業者の声・利用者の声②【利用者】

●「０歳児集まれ」のプログラムに毎週参加していました。

同じ参加者のママ同士の絆も生まれ、輪が広がり、１歳
になっても広場に足を運びやすくなっています。

●土曜日の開所にパパと子どもで出かけてくれるように
なった。家から２人を見送ることがとても新鮮で、貴重な
時間となっています。
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